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Ⅰ　はじめに

ブナ林に大発生してブナの葉を食害する昆虫とし

てはブナアオシャチホコとブナハバチが主要なもの

である。丹沢山地ではブナハバチは1993年以降、し

ばしば大発生を繰り返している（越地ら，2006；山

上ら，2007）。ブナアオシャチホコの大発生の記録に

ついては山家ら（1991）がとりまとめているが、神

奈川県下では1917年に大発生し、被害面積1,000haで

あったと記録されている。その後丹沢山地でのブナ

アオシャチホコの発生記録はなかったが、2005年に

神奈川県西丹沢において発生した。このブナアオシ

ャチホコの発生は88年ぶりのことになる。ブナアオ

シャチホコの生態については鎌田（1994，2006）の

詳しい報告がある。

本報告は2005年にみられたブナアオシャチホコの

発生状況とブナおよびイヌブナへの食害状況を中心

にとりまとめたものである。

Ⅱ　調査方法

１　調査時期

発生状況は2005年7月22日、被害調査は8月2日に実

施した。

２　調査箇所

足柄上郡山北町玄倉の東沢林道終点の標高900mか

ら檜洞丸への登山道に沿って標高1,300mまでの約

1kmの区間で実施した。

３　被害調査

被害調査は、登山コース沿いにあるブナおよびイ

ヌブナを対象として1本ごとにナンバーテープで番号

を付け、胸高直径を測定した。被害判定は鎌田ら

（1990）による食害度区分を用いて、次の4ランクに

区分し、双眼鏡を用いて目視により行った。

①激害：葉の食害度99％以上

②大害：葉の食害度99％～50%

③中害：葉の食害度50％～5%

④微害：葉の食害度5%以下
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なお、食害度は樹冠の上部と下部で差がみられた

ので、樹冠上部と下部別に食害度を判定した。

Ⅲ　結果と考察

１　ブナアオシャチホコの発生状況

2005年7月22日にブナアオシャチホコの発生を確認

した。当日は終齢幼虫がブナやイヌブナの葉を盛ん

に食害しており、幼虫の糞が降雨のようにぱらぱら

と落下し、大発生するのではないかと思われた。し

かし、8月2日の調査では葉を食害している幼虫はわ

ずかに認められただけで糞の落下も少なく終息状態

となった。

鎌田（1994）によるとブナアオシャチホコの幼虫

は6月下旬から8月下旬に出現して、3～4回脱皮して

から終齢幼虫になるとしている。食害が最大期とな

る終齢幼虫の期間は7月下旬から8月下旬とし、その

ピークは8月前半としている。今回西丹沢での終齢幼

虫のピークは7月下旬であった。ブナアオシャチホコ

はブナハバチよりも標高の高い場所に発生し、緯度

が異なっても同じ傾向を示すとしている（鎌田，

2006）。しかし、今回の西丹沢での発生をみると、ブ

ナアオシャチホコは標高1,300m以下、ブナハバチの

大発生する地域は標高1,400m以上となり、一般的な

発生パターンとの違いがみられた。

写真１　ブナアオシャチホコ終齢幼虫

（体長40～50mm）

２　ブナアオシャチホコの被害状況

被害規模については標高900mから標高1,300mまで

の約1kmの区間で、数haの被害面積であった。調査

対象木はブナ74本、イヌブナ18本の計92本であった。

被害調査の結果は表1に示した。樹冠上部、下部とも

激害（激害－激害）ないし大害（大害－大害）を受

けたものは合計で25％、樹冠上部が中害で下部が大

害のもの（中害－大害）は30％、樹冠上部、下部と

も中害のもの（中害－中害）は37％、微害のもの

（微害－中害および微害－微害）は7％となった。し

たがって中害程度の被害が大部分を占めたことにな

る。

食害度別に胸高直径階の分布を表した結果を図1に

示した。樹冠上部、下部とも激害を受けたブナは全

て胸高直径20cm以下の中低木であった。また、樹冠

上部、下部とも大害を受けた個体も50%は胸高直径

20cm以下の中低木であった。このように大きな被害

を受けた個体は、高木の樹冠下にある柔らかい葉を

食害されたものであった。一方、中害程度の被害を

受けた個体は胸高直径20cm以上の高木に多く、食害

を受けた部分は陰葉が主であった。

以上の結果から今回の被害は陰葉が主に食害され

たといえる。ブナの陽葉は大発生時の密度が高まっ

た場合に最終的に食害されるとし、陰葉のみが食害

されるものは大発生より密度が低い状態とされてい

る（鎌田ら，1990；2006）。
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図1 食害度別の胸高直径階分布
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写真２　ブナの食害状況

この地域の林相はブナ、イヌブナ以外にミズナラ、

ヤマハンノキ、ミズメ、アオダモ、ヤマボウシなど

の落葉広葉樹やモミ、ツガなどの針葉樹が混交して

いる。ブナアオシャチホコは純林に近いブナ林で大

発生する（鎌田，2006）とされていることからする

と、今回の発生場所は大発生には適さない条件下に

あったとも考えられる。

ブナアオシャチホコは幼虫期を梅雨期に過ごすた

め降雨の影響を受けやすいとしている（鎌田，2006）。

調査地に近い横浜地方気象台「丹沢湖」観測点の4～

6月の降水量の年別変化を図2に示した。2005年の降

水量は4～6月の合計値で248mmとなり、1995年～

2007年の平均値547mmの半分以下とかなり少ない状

態であった。したがって、2005年のブナアオシャチ

ホコの発生には4～6月の降水量が少なかったことが

有利な条件になったと考えられた。なお、2005年は

西丹沢の檜洞丸周辺ではブナアオシャチホコ以外に

もブナハバチやマエアカスカシノメイガが大発生し

た年でもあった（越地ら，2006）。

Ⅳ　おわりに

丹沢山地におけるブナアオシャチホコの発生は

1917年の大発生以降記録が無く、今回2005年の発生

は88年ぶりのこととなった。被害程度から大発生に

準ずる規模のものであったが、翌年2006年に大発生

する前兆ではないかと予想した。しかし、2006年は

目立つような被害は認められず低い密度であった。

さらに2007年はブナアオシャチホコの発生はほとん

ど認められなかった。したがって、2005年のブナア

オシャチホコの発生は一過性のものと思われた。な

お、発生の翌年2006年および2007年にはブナアオシ

ャチホコの密度減少に関与が大きいとされる（鎌田，

2006）サナギタケが発生した。
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図2 丹沢湖観測点の月別降水量の年変化




